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六
本
木
一
丁
目
駅
か
ら
歩
い
て
一
〇
分
く
ら
い
。
い
か
め
し
い
飯
倉
公
館

（
こ
ち
ら
は
も
ち
ろ
ん
一
般
の
人
は
入
れ
ま
せ
ん
）
に
隣
接
し
て
、
外
交
史
料

館
は
あ
る
。
公
文
書
館
な
の
だ
が
、入
る
と
い
か
に
も
図
書
館
と
い
う
感
じ
。

入
口
か
ら
す
ぐ
の
ロ
ビ
ー
に
は
杉
原
千
畝
の
業
績
を
紹
介
し
た
簡
単
な
展
示

が
あ
り
、
彼
が
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
送
っ
た
電
報
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
人
道
と

い
う
普
遍
的
な
価
値
と
外
交
官
と
し
て
自
己
の
職
責
の
範
囲
に
忠
実
で
あ

る
と
い
う
二
つ
の
規
範
を
両
立
さ
せ
た
「
う
ま
い
」
文
面
だ
、
と
含
蓄
あ
る

解
説
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
館
長
を
務
め
る
石
田
さ
ん
。
自
身
も
イ
ス

ラ
エ
ル
を
専
門
と
す
る
外
交
官
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
だ
。

よ
う
こ
そ
、
歴
史
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
！

　

外
交
史
料
館
は
一
九
七
一
年
に
開
館
し
、
今
年
で
四
〇
年
目
を
迎
え
た
。

い
し
だ
　
く
に
お

一
九
七
二
年
外
務
省
入
省
。
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
中
東

和
平
の
専
門
家
と
し
て
三
度
の
在
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

館
勤
務
の
ほ
か
、
九
三
年
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
オ
ス
ロ
合

意
記
念
式
典
、
九
五
年
村
山
総
理
中
東
訪
問
随
行
、

二
〇
〇
五
年
の
パ
レ
ス
チ
ナ
大
統
領
選
挙
、
〇
六
年
同

自
治
評
議
会
選
挙
の
日
本
政
府
派
遣
国
際
選
挙
監
視

団
統
括
な
ど
を
務
め
る
。
一
〇
年
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
で
博

士
号
取
得
。
一一
年
よ
り
現
職
。

書
庫
に
眠
る
大
量
の
フ
ァ
イ
ル
。

先
人
た
ち
の
苦
闘
の
跡
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、

日
本
の
来
し
方
に
思
い
を
馳
せ
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
プ
ロ
の
研
究
者
だ
け
の

楽
し
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
す
べ
て
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
す
！

外
交
史
料
館

日
本
の
近
代
史
を
つ
く
っ
た「
一
片
の
史
料
」

石
田
訓
夫

外
交
史
料
館
長

【
聞
き
手
】

李
仁
哲
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

戸
谷
俊
一
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

学
生
訪
問
記

世
界
に
触
れ
る

連
載
④

石田館長、史料の補修を担当
されているお二人と
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外
交
史
料
館
は
幕
末
以
来
の
外
交
文
書
を
網
羅
的
に
収
集
・
保
存
し
て

き
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
閲
覧
や
、
重
要
な
史
料
を
集
め
た
『
日
本

外
交
文
書
』
の
編
纂
・
刊
行
を
行
っ
て
き
た
。
所
蔵
す
る
特
定
歴
史
公
文

書
等
は
、
外
交
史
料
館
開
設
時
に
外
務
本
省
よ
り
移
管
さ
れ
て
き
た
約

四
万
八
〇
〇
〇
冊
の
「
戦
前
期
外
務
省
記
録
」
に
、
歴
史
的
価
値
が
あ
る

と
さ
れ
た
戦
後
期
の
文
書
が
加
わ
り
、
全
体
で
約
八
万
五
〇
〇
〇
冊
に
も
の

ぼ
る
。
ち
な
み
に
外
務
省
の
史
料
は
テ
ー
マ
別
に
細
か
く
フ
ァ
イ
ル
分
け
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
一つ
の
フ
ァ
イ
ル
を
一冊
と
数
え
る
。

　

外
交
史
料
館
の
重
要
な
仕
事
の
一つ
に
、『
日
本
外
交
文
書
』
の
刊
行

が
あ
る
。
外
交
史
研
究
者
に
は
お
な
じ
み
の
本
だ
。
刊
行
が
始
ま
っ
た
の

は
戦
前
の
一
九
三
六
年
。
近
年
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
の
巻
が
刊
行

さ
れ
、
あ
と
二
〜
三
年
で
戦
前・戦
中
期
の
分
が
終
わ
る
予
定
だ
と
い
う
。

編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
外
交
史
を
研
究
す
る
数
名
の
専
門
家
集
団
。

彼
ら
が
膨
大
な
史
料
か
ら
重
要
な
文
書
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
大
学
の

研
究
者
を
中
心
と
し
た
編
纂
委
員
会
の
助
言
・
指
導
を
得
な
が
ら
、
一

冊
の
本
に
纏
め
上
げ
て
い
く
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
少
な
さ
に
は
、正
直
言
っ

て
驚
く
。
質
の
高
い
史
料
集
の
編
纂
は
本
当
に
た
い
へ
ん
な
作
業
だ
。「
ア

メ
リ
カ
の
外
交
文
書
集
は
も
う
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
が
出
て
る
の
に
…
…
」

と
い
う
言
葉
を
飲
み
込
ん
だ
。

　

元
に
な
る
史
料
は
、
地
下
の
書
庫
に
あ
る
。
特
別
に
最
も
大
き
い
書
庫
に

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
温
度
・
湿
度
と
も
に
管
理
さ
れ
、
靴
カ
バ
ー
を
し

て
入
る
場
所
だ
。
開
架
式
の
書
棚
に
並
ん
だ
史
料
の
一
冊
を
手
に
と
っ
て
み

る
。
第
一
次
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
に
関
す
る
一
冊
に
は
、
全
権
団
か
ら

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

外
交
史
料
館
所
蔵
の
史
料
は
、
規
定
の
手
続
き
で
請
求
す
れ
ば
、
誰
で

も
手
に
と
っ
て
閲
覧
で
き
る
。
な
に
ぶ
ん
移
管
さ
れ
て
く
る
史
料
数
が
膨
大

な
た
め
、
公
開
可
能
か
否
か
「
要
審
査
」
と
な
っ
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
は
、

利
用
請
求
か
ら
原
則
三
〇
日
以
内
に
利
用
決
定
を
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
他
方
、
す
で
に
審
査
が
済
ん
で
公
開
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
は
、

そ
の
日
に
申
し
込
ん
で
も
閲
覧
で
き
る
。
入
館
に
必
要
な
も
の
と
い
え
ば
、

身
分
証
明
書
一
枚
。
取
材
に
訪
れ
た
日
は
、
閲
覧
室
の
ほ
ぼ
八
割
が
埋
ま
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
、
史
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
す
る
こ
と
も
進
ん
で
い

る
。そ
の
な
か
の
二
万
九
〇
〇
〇
冊
に
つ
い
て
は
、ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
だ
け
多
く
の
貴
重
な
史
料
ゆ
え
、
保
存
に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

い
る
。
史
料
は
人
の
手
に
触
れ
る
た
び
に
、
確
実
に
劣
化
す
る
。「
人
気
の

あ
る
」
史
料
と
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
一
部
が
擦
り
切
れ
た
り
、
光
に
よ
っ

て
文
字
が
退
色
し
た
り
紙
が
変
色
し
た
り
す
る
の
で
、
補
修
の
必
要
が
出
て

く
る
。
外
交
史
料
館
内
に
は
そ
の
た
め
の
部
署
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
素
人
が

セ
ロ
テ
ー
プ
を
貼
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
専
門
の
教
育
を
受
け
た
ス

タ
ッ
フ
が
、
専
用
の
ア
イ
ロ
ン
や
澱
粉
糊
な
ど
を
使
っ
て
一
枚
一
枚
を
丁
寧
に

直
し
て
い
く
。
こ
こ
だ
け
工
房
の
雰
囲
気
で
あ
る
。
ち
な
み
に
セ
ロ
テ
ー
プ
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な
ど
テ
ー
プ
類
は
紙
に
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
、補
修
に
は
ご
法
度
で
あ
る
。

公
文
書
館
と
し
て
の
新
た
な
役
割

　

外
交
史
料
館
の
役
割
に
つ
い
て
、
石
田
館
長
に
伺
っ
た
。

 

「
ご
覧
の
と
お
り
、
外
交
史
料
館
は
外
務
省
の
文
書
を
管
理
し
て
い
る
組

織
で
す
が
、
二一
世
紀
に
入
り
新
た
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
二
〇
〇
一
年
四
月
の
情
報
公
開
法
施
行
に
伴
い
、
外
務
本
省
に

保
管
さ
れ
て
き
た
戦
後
の
外
交
文
書
が
外
交
史
料
館
に
移
管
さ
れ
は
じ
め
、

公
開
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
四
月
の
公
文
書
管
理
法
施
行
に

よ
り
、
外
交
史
料
館
も
『
国
立
公
文
書
館
等
』
の
う
ち
の
一つ
の
組
織
と
な

り
、
法
律
上
も
公
文
書
館
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

外
務
省
の
一
組
織
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
で
史
料
の
閲
覧
等
に
寄

与
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
公
文
書
の
管
理
・
保
存
・
利
用
を
行
う
こ

と
が
法
的
義
務
と
な
っ
た
わ
け
で
す
」。

　

史
料
の
公
開
は
、
今
後
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

 

「
二
〇
一〇
年
五
月
、
外
交
記
録
公
開
規
則
に
お
い
て
、
作
成
後
三
〇
年
を

経
過
し
た
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
公
開
す
る
と
の
原
則
の
下
、『
特
定
歴
史

公
文
書
等
』
と
し
て
、
外
務
本
省
か
ら
外
交
史
料
館
に
移
管
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
外
務
本
省
に
存
在
す
る
約
二
万
二
〇
〇
〇
冊
の

文
書
の
移
管
作
業
が
行
わ
れ
て
い
て
、
む
こ
う
三
〜
四
年
で
こ
の
作
業
は

完
了
す
る
予
定
で
す
」。

　

保
存
さ
れ
る
史
料
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
ら
も

外
交
官
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
石
田
さ
ん
は
、
こ
う
語
る
。

 

「
外
務
省
の
事
務
官
は
自
ら
作
成
し
た
行
政
文
書
の
重
要
性
は
深
く
理
解

し
て
い
ま
す
が
、
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
て
、
作
成
し
た
文
書
が
歴
史
的
に

ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
か
ま
で
考
え
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

当
館
で
は
外
交
史
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
外
交
文
書
の

編
纂
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
に
加
え
て
、
外
務
本
省
の
行
政
文
書
を
特
定

歴
史
公
文
書
等
と
し
て
当
館
に
移
管
す
る
際
に
も
、
ど
の
よ
う
な
史
料
に

歴
史
的
な
重
要
性
が
認
め
ら
れ
、
今
後
と
も
保
存
す
べ
き
か
否
か
の
線
引

き
に
、
必
要
な
知
見
を
提
供
で
き
ま
す
。
外
交
官
が
現
場
で
歴
史
の
一ペ
ー

丁寧に時間をかけて補修される史料たち
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ジ
を
つ
く
る
と
す
れ
ば
、
外
交
史
料
館
の
ス
タ
ッ
フ
は
専
門
的
知
見
を
活
か

し
て
、
そ
の
一ペ
ー
ジ
を
日
本
の
近
現
代
史・世
界
史
の
枠
組
み
に
は
め
込
む
、

そ
う
い
う
仕
事
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」。

　

二
〇
〇
九
〜
一
〇
年
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
の
公
開
な
ど
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
史
料
へ
の
、
あ
る
い
は
日
本
の
来
歴
へ
の
社
会
的
関
心
は

高
ま
っ
て
い
る
。

 

「
全
体
的
に
行
政
の
透
明
性
や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
に
努
め
る
こ
と

が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
外
交
史
料
館
と
し
て
も
、
作
成
か
ら
三
〇
年
を

経
過
し
た
文
書
は
、
日
本
の
国
益
を
損
な
う
も
の
で
な
い
限
り
、
淡
々
と
公

開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
閲
覧
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
限

り
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

　

ち
な
み
に
外
交
史
料
館
に
史
料
を
閲
覧
に
来
た
人
は
、
昨
年
一
年
間
で

延
べ
二
二
〇
〇
人
。
学
生
が
三
割
、
研
究
者
が
二
割
、
報
道
関
係
者
が
一
割
、

外
国
か
ら
の
訪
問
者
も
二
割
を
占
め
る
と
い
う
。『
日
本
外
交
文
書
』
や
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
閲
覧
な
ど
も
含
め
る
と
、

利
用
者
は
さ
ら
に
増
え
る
。

特
別
展
示
も
地
味
に
面
白
い

　

飯
倉
公
館
を
は
さ
ん
で
六
本
木
側
に
あ
る
別
館
に
も
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
。
そ
こ
に
は
明
治
以
降
の
日
本
外
交
の
足
跡
を
た
ど
る
貴
重
な
史
料
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
日
米
修
好
通
商
条
約
の
批
准
書
、
幕
末
の
旅
券
、
パ
リ
講

和
会
議
全
権
団
の
記
念
写
真
、
戦
後
で
は
吉
田
茂
の
対
日
講
和
条
約
受
諾

演
説
の
原
稿
な
ど
、
教
科
書
に
太
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
出
来
事
を
象
徴

す
る
現
物
の
史
料
に
出
会
え
る
…
…
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
で
、
実
は
本
物

そ
っ
く
り
の
レ
プ
リ
カ
が
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
雰
囲
気
は
ば
っ
ち
り
伝

わ
っ
て
く
る
。

　

こ
れ
ら
常
設
展
示
と
同
時
に
、
随
時
特
別
展
示
も
行
わ
れ
て
い
る
。
現

在
は
「
大
震
災
と
外
交
―
関
東
大
震
災
と
明
治
・
昭
和
三
陸
地
震
―
」（
〜

二
〇
一二
年
六
月
二
九
日
）。
関
東
大
震
災
直
後
の
混
乱
の
な
か
で
外
国
に
打

電
さ
れ
た
日
本
の
状
況
、
日
本
に
駐
在
す
る
外
国
外
交
官
や
そ
の
大
使
館

等
の
被
害
状
況
、
各
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
、
し
か
し
人
の
支
援
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
と
い
う
日
本
側
の
事
情
、
革
命
ソ
連
の
支
援
船
を
丁
重
に
追
い

返
し
た
経
緯
な
ど
、
興
味
深
い
史
料
の
原
本
が
並
ん
で
い
る
。
約
九
〇
年
前

の
光
景
を
現
在
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
歴
史
に
浸
り
た
い
。
■

外交史料館
東京都港区麻布台1-5-3
電話 03-3585-4511（代）
開館時間　10 時〜17 時 30 分

（土日祝日および年末年始を除く）
入場無料


